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『世界に一冊しかない
自分史をつくる本』
　　加藤迪男（著）
　　　　　　【長岡】

今
月
の
５
冊

『寒中の花　こらしめ屋お蝶花暦』
浮穴みみ（著）／双葉社
日本橋で御茶漬屋を
営む女主人、お蝶。
道理の通らないこと
には声を上げ、手助
けの労は惜しまな
い。まるで世話焼き

がもうひとつの生
なりわい

業に。　【中央】

中央…4 月９日（土）１１：００～
長岡…4 月 21 日（木）１４：３０～
韮山… 4 月９日（土）・23 日（土）

１４：００～
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『シルム　韓国のすもう』
キム・ジャンソン（作）
　　　　　／岩崎書店
力じまんのチャン
サ ( 力

り き し

士 ) たちの
熱い勝負を、村の
人びとみんなで見

守ります。さぁ、勝つのはどっち？
　　　　　　　　　　　　【中央】

おはなし会

【中央図書館】☎０５５８‐７６‐５５６６
　毎週月曜日休館
【長岡図書館】☎０５５‐９４７‐２３６４
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎０５５‐９４９‐８６０５
　毎週水曜日休館
各館の休館日は、今月のカレンダー
･ホームページなどを
ご覧ください。
モバイル版はこちら→

植物状態の患者と対話できる医
療器具が開発された日本。自殺
未遂により意識不明に陥った弟
の過去を探る内、淳

あ つ み

美は記憶の
迷宮に迷い込む。サスペンス・
ミステリー。　【韮山】

『完全なる首長竜の日』
乾緑郎（著） ／宝島社

『フェイスブック若き天才の野望』
デビッド・カークパトリック（著）／日経BP社
ユーザー数 5億人を超える巨大な

ソーシャルネットワー
ク。それは、1 人の
学生のアイデアから
始まった。ベテラン
記者が描くノンフィ
クション。　　【中央】

＊【　】内は所蔵館名

『海に沈んだ町』三崎亜記（著）／
朝日新聞出版
生まれ故郷の町が、
海に沈んだ。私が憎
んだ町の全ては、も
う海の底にしかない
のだ。表題作ほか、

滑稽で哀しくて、少しだけ切ない
９つの物語。　　　【中央 ･長岡】

なる首長竜の日』 朝
生
海
ん

の
滑稽で哀しく

シルム　韓国の

熱
人

守ります さぁ

こんなときこんな本

４月はなにかと慌ただしい
月ですね。そんな時にふと
目につくのが、モクレンや
サクラの花です。サクラは
咲き始めると、ここにもあっ
た、あそこにもあったと驚
かされます。忙しいけれど、
そんな楽しさもある春です。
　　　（図書館司書　新生）

おす
すめ

去
る
２
月
27
日
、
韮
山
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
１
階
大
研
修
室
に
て
、『
韮

山
城
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
化
財
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
講
演
会

で
は
、
静
岡
古
城
研
究
会
副
会
長
の
望
月

保
宏
氏
を
講
師
に
迎
え
、
戦
国
時
代
百
年

を
生
き
抜
い
た
韮
山
城
が
担
っ
た
役
割
や
、

歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
を

示
し
な
が
ら
、
遺
跡
と
し
て
の
韮
山
城
が

ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
る
の
か
、
丁
寧

に
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者

も
１
４
０
人
に
の
ぼ
り
、
望
月
講
師
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
第
二
部
と
し
て
、
現
地
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
暖
か
な
日
差
し
が
降
り
そ
そ

ぐ
中
、
望
月
講
師
の
案
内
に
よ
り
、
往
時
の
姿
を
と
ど
め
る

韮
山
城
跡
を
歩
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
も
、
多
く
の
人
が
参

加
し
、
普
段
は
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
韮
山
城

跡
は
、
時
な
ら
ぬ
に
ぎ
や
か
さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
に
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
韮
山
城
』
を
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
歴
史
的
資
源
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
講
演
会
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
地
元
の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、
魅
力
を
感

じ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

市民文化祭の
実行委員募集

今
秋
開
催
の
市
民
文
化
祭
を
、
企
画
段
階
か
ら
皆
様

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
形
作
り
、
楽
し
い
市
民
の

文
化
祭
に
す
る
た
め
、
一
般
市
民
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
昨
年
と
同
様
に
９
月
18
日
（
日
）・
19
日
（
月
・

祝
）
の
２
日
間
『
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
』
に
て
、
芸
能
発

表
会
と
市
民
作
品
展
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
任
期　

５
月
〜
11
月

◆
内
容　

月
１
〜
２
回
程
度
の

　

打
合
わ
せ
を
行
い
、

　

芸
能
発
表
会
・
市
民

　

作
品
展
の
部
門
別
運

　

営
を
行
う
。

◆
申
込
み　

４
月
30
日

　
（
土
）
ま
で
に
電
話

　

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

◆
そ
の
他　

委
員
は
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

◆
問
合
せ　

文
化
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
０
５
５
（
９
４
９
）
８
６
０
０

　●どう書くのか？何を書くのか？自分なりの『書く意味』を見つける本。

テーマ　自分が歩んだ道を振り返りたい人に

市文化財講演会の模様

問合せ　文化振興課　
　　　　歴史資源活用推進室
電話０５５‐９４９‐８６０９

その 70春から新生活。この機会に、今までの自分の経験をまとめてみたい…
そんなことを考える人もいるのではないでしょうか。今回は、そんな
人が一歩を踏み出すのに役立ちそうな本をご紹介します。

　●自分の経験を整理するとき、実際に書き始めたときに役立つ本。
　　『いまこそ家系図を作ろう』岩本卓也・八木大造（著）【韮山】

　　『簡単便利　家系図作成マニュアル』太田さとし（著）【中央】

　　『マイ・ルーツ事典』名簿図書館編集部・日本系譜出版会編集部（編）　【中央】

『ふつうの人の個人史の書き方･残し方』

　　　　　　　大江晴月 ( 著 )【中央】

『あ、これならわかる　自分史の書き方』

　　　　　　　内藤洋子（著）【中央】

『自分史を書くときの本』

　　　　　　　武石幸雄（著）【韮山】

　●まとめたものを形にしたいと思ったら・・・　あなたも著作者になります。
　　『知っておきたい情報モラル Q ＆ A』久保田裕・佐藤英雄（著）【中央】

　　『図解・これだけ覚える著作権入門』秦克則（著）【長岡】

　　『最新著作権の基本と仕組みがよ～くわかる本』 橋本拓朗ほか ( 著 )【韮山】

我が郷土は
　歴史的資源の宝庫


